


 
 

本稿における留意事項 

 
１.本稿における年の表示は和暦であり、元号は特記しない限り

原則として平成である。 
 
２.四半期別伸び率寄与度は、特記しない限り前期比伸び率に対

する寄与度である。なお、個々の系列毎に季節調整を行って
いるため、内訳の寄与度の積み上げと全体の伸び率は一致し
ないことがある。 
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(注)「全体」、「業種別」内の各品目は、個別品目ではなく、個別品目を統合した分類によるもの。   
(資料)経済産業省「鉱工業指数」より作成。 

鉱工業生産を大きく動かした品目 

業種別 

全体 

生産全体の変動に対して影響を及ぼした、各品目の影響の度合い 
全９３業種の寄与率を足すと、当月が上昇なら100%、低下なら▲100%になる 

寄与率： 
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業種・品目名 前期比 寄与率

1位の業種 化学工業 3.3% 33.0%
化粧品 8.0% 16.7%
石けん・合成洗剤・界面活性剤 9.8% 7.8%

2位の業種 金属製品工業 1.3% 4.2%
その他の金属製品 1.9% 2.5%
建築用金属製品 1.5% 1.3%

3位の業種 食料品・たばこ工業 0.4% 2.0%

たばこ 10.4% 2.8%
水産製品 3.1% 0.8%

1位の業種 はん用・生産用・業務用機械工業 ▲ 4.6% ▲ 56 2%
土木建設機械 ▲ 10.5% ▲ 16.9%
金属工作機械 ▲ 10.6% ▲ 12.9%

2位の業種 電子部品・デバイス工業 ▲ 5.8% ▲ 41.6%
電子部品 ▲ 5.2% ▲ 18.6%
集積回路 ▲ 6.3% ▲ 17.2%

3位の業種 輸送機械工業 ▲ 2.0% ▲ 31.9%
自動車部品 ▲ 1.9% ▲ 10.3%
トラック ▲ 4.3% ▲ 5.4%

○ 鉱工業生産を低下方向へ
引っ張った３業種の中で

低下への影響度が大きい２品目

品目

品目

品目

○ 鉱工業生産を上昇方向へ
引っ張った３業種の中で

上昇への影響度が大きい２品目

品目

品目

品目

品目名 前期比 寄与率

1位 半導体・フラットパネル製造装置 16.4% 21.1%

2位 化粧品 8.0% 16.7%
3位 開閉制御装置・機器 7.8% 8.9%

1位 電子部品 ▲ 5 2% ▲ 18.6%

2位 集積回路 ▲ 6.3% ▲ 17.2%
3位 土木建設機械 ▲ 10.5% ▲ 16.9%

○ 鉱工業生産を上昇方向
に引っ張った３品目

○ 鉱工業生産を低下方向
に引っ張った３品目
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第３次産業総合を大きく動かした 
個別系列 

第３次産業全体の変動に対して影響を及ぼした、各業種の影響の度合い 
全業種の寄与率を足すと、当月が上昇なら100%、低下なら▲100%になる 

寄与率： 
 

 

39 (資料)経済産業省「第３次産業活動指数」より作成。 

業種名 前期比 寄与率

１位の業種 金融業，保険業 2.4% 250.0%

金融商品取引業，商品先物取引業 17.3% 159.5%

２位の業種 医療，福祉 0.5% 74.1%

３位の業種 卸売業 0.4% 61.2%

建築材料，鉱物・金属材料等卸売業 2.1% 70.9%

医薬品・化粧品等卸売業 1.8% 22.4%

１位の業種 情報通信業 ▲ 1.0% ▲ 116.5%

ソフトウェア業 ▲ 1.0% ▲ 26.4%

情報処理・提供サービス業 ▲ 0.8% ▲ 15.8%

２位の業種 生活娯楽関連サービス ▲ 0.6% ▲ 69.8%

プロスポーツ（スポーツ系興行団） ▲ 9.7% ▲ 47.2%

パチンコホール ▲ 3.1% ▲ 33.8%

３位の業種 事業者向け関連サービス ▲ 0.8% ▲ 59.9%

土木・建築サービス業 ▲ 9.1% ▲ 113.0%

○ 第３次産業総合を低下方向へ
引っ張った３業種の中で

低下への影響度が大きい内訳業種

内訳業種

内訳業種

内訳業種

○ 第３次産業総合を上昇方向へ
引っ張った３業種の中で

上昇への影響度が大きい内訳業種

内訳業種

内訳業種

内訳業種
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広義対事業所・し好的個人向けサービスを 
大きく動かした個別系列 

(資料)経済産業省「第３次産業活動指数」より作成。 

業種名 前期比
流通業務 23.9%
鉱物・金属材料卸売業 2.1%
食料・飲料卸売業 2.0%
電気機械器具卸売業 1.4%
医薬品・化粧品等卸売業 1.8%

建設コンサルタント ▲ 19.0%
一般貨物自動車運送業 ▲ 3.4%
各種商品卸売業 ▲ 3.3%
その他の卸売業 ▲ 3.3%
システム等管理運営受託 ▲ 3.2%

業種名 前期比
自動車小売業 ▲ 4.4%
自動車整備業 ▲ 10.9%
プロスポーツ（スポーツ系興行団） ▲ 9.7%
機械器具小売業 ▲ 5.5%
パチンコホール ▲ 3.1%

その他の小売業 1.4%
結婚式場業 15.2%
飲食サービス業 4.7%
織物・衣服・身の回り品小売業 2.5%
マンション分譲（首都圏） 4.0%

○ し好的個人向けサービスを低下方向へ
引っ張った業種の中で

低下への影響度が大きい内訳業種

○ し好的個人向けサービスを上昇方向へ
引っ張った業種の中で

上昇への影響度が大きい内訳業種

○ 広義対事業所サービスを上昇方向へ
引っ張った業種の中で

上昇への影響度が大きい内訳業種

○ 広義対事業所サービスを低下方向へ
引っ張った業種の中で

低下への影響度が大きい内訳業種
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